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Ⅴ－Ⅱ 男女共同参画を阻害する暴力等への取組
１ 現状と課題

暴力はその対象の性別や被害者、加害者の間柄を問わず、重大な人権侵害であることは言うまでもあ

りませんが、ＤＶ（注４）やセクシュアル・ハラスメント（注29）等の被害者の多くは女性であるとい

う現状があり、固定的な性別役割分担意識や経済力の格差などの男女が置かれた状況に根ざしている場

合が多く見られます。

配偶者暴力相談支援センター（女性相談所）や男女共同参画センターなどの相談機関における配偶者

等からの暴力に関する相談内容は、複雑かつ深刻化しています。2009年（平成21年）に行った男女共

同参画県民意識調査によると、「命の危険を感じるぐらいの暴行を受けた」と答えた人は3.4％（女性

4.8％、男性1.7％）ありました。また、2008年（平成20年）に行われた内閣府の「男女間における暴力

に関する調査」によると、10歳代から20歳代の頃に交際相手のいた（いる）女性の13.6％、男性の4.3％

が、交際相手から身体的暴行等を受けたことがあったと回答しており、若年者層における被害の状況が

明らかになっています。

こうした状況に対応するため、2007年（平成19年）７月の「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護に関する法律」（いわゆるＤＶ防止法）の改正をふまえ改定した「三重県ＤＶ防止及び被害者保護・

支援基本計画 改定版」に沿って、引き続き総合的な対策を進めていく必要があります。今後、相談支

援体制の周知や充実、被害者の自立等への支援を行うとともに、ＤＶをはじめとするあらゆる暴力を許

さない社会意識の醸成に向け、普及啓発をさらに充実することが求められます。また、暴力を伴わない

人間関係を構築する観点から、若年者層に対するＤＶの予防啓発の拡充、教育・学習の充実も求められ

ます。さらに、インターネットや携帯電話の普及により、これらを介した被害も発生しており、効果的

な対応が求められます。

また、雇用の分野に限らず、地域や日常生活の場におけるセクシュアル・ハラスメントについて、排

除および防止に取り組むとともに、性犯罪、売買春、ストーカー、人身取引（注30）等の防止について

も、さらに取組を進める必要があります。

パープルリボン・プロジェクトは、国際的な女性に対する暴力根絶運動です。
「パープルリボン運動」は、世界を、子どもや女性に対する暴力被害者

にとって、より安全なものとすることを目的として、1994年、アメリカ・
ニューハンプシャー州の小さな町で、近親姦やレイプの被害者によって始め
られたといわれています。

女性に対する暴力を許さない社会づくりに取り組んでいる世界各地の個人
や団体が、暴力の基に身を置いている人々に勇気を与えようとの願いから、
「パープル」をシンボルカラーとして布リボンやバッチなどにより「パープ
ルリボン」を広めており、現在では４０カ国以上に広がっています。

「パープルリボン」 は、女
性に対する暴力根絶運動
のシンボルマークです。










